
海部町地域の地質と古生物

—安芸構造線の再検討ー一
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海部町付近は地質構造的には、西南日本の太平洋側に広く分布する四万十累

帯に属する。本地域の四万十累帯は、安芸構造線と呼ばれる断層破砕帯を境と

して、その北側に分布する北帯（白亜系）の地唇と、南側に分布する南帯（第

三系）の地層とに区分される。

四万十累帯からは大型化石の産出が少なく、その詳しい年代は長い間不明で

あった。近年、放散虫•有孔虫などの、大きさ0.1mm内外の微化石からの研

究が進み、四万十累帯北帯の年代はかなり詳細に明らかになってきた。

しかしながら、海部町およびその周辺地域では化石による年代の検討がほと

んどなされていない。二枚貝、ナンノプランクトン、放散虫がそれぞれ 1、2

地点から報告されているのみである（中川、 1972; 公文•井内、 1976; 甲藤ほ

か、 1979；岡村・平、 1984)。

今回の調査では、 2地点より二枚貝を、 6地点より放散虫を、そして 3地点

より有孔虫を採取し、詳しい年代の検討を行った。また、白亜系とされていた

牟岐町砂美の泥岩勝ち互肘より古第芝紀の放散虫を検出し、併せて岩相分布を

再検討した結果、北帯と南帯を培する安芸構造線の位置が従来の定説とは大き

く異なることが判明したぐ

なお、有孔虫は国立科学博物館地学研究部の桑野幸夫博士に同定をお願いし

た。二枚貝は長崎大学教育学部地学教室の鎌田泰彦教授に同定していただいた。

調杏に際しては、海部町伊豆尻の野尻実次さん方でシダ化石Cladophlebis等

の有益な資料を見せていただいた。ここに記して謝意を表する。

l)徳島大学教蓑部 2)阿南高専 3)日和佐高校 4)県教育研修センター

5)石井中学校 6)板野中学校 7)上勝東小学校 8)城北高校

9)ニッケン株式会社
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2.地質概説

調査地域は四万十累帯北帯南縁から南帯北部である（図 l)。本地域には、

泥岩層、砂岩層、砂岩泥岩互層が広く分布している。

安芸構造線以北の北帯の地層は、上部白亜系の日野谷層群である。日野谷層

群は、平山ほか (1956)によって命名されたものである。

安芸構造線以南に分布する古第三系は、室戸半島層群である。室戸半島層群

は、甲藤ほか (1960、1961)により室戸半島に分布する始新統に対し命名され

たものである。
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3.地質各論

① 日野谷層群

岩相：安芸構造線に接する部分は泥岩層であり、細粒赤色凝灰岩および

酸性凝灰岩を挟んでいる。その北側（上位）には砂岩勝ち互層または砂岩

泥岩互庖が重なる。砂岩勝ち互層は厚さ数m~20mの礫岩層を挟む。礫岩

の礫は径2-25cmの円礫で、石英斑岩、玲岩、チャート、砂岩より成り、

泥岩のパッチも含む。

産出化石と年代：安芸構造線のすぐ北側、牟岐町中村字杉谷 (Loe. 1) 

の凝灰質泥岩より、放散虫Alieviumgallowayi, Amphipyndax stocki, 

Archaeodictyomitra aff. squinaboli, Dictyomitra duodecimcostata, 

D. multicostata, Pseudoaulophacus cf. floresensis, P. cf. lenticula-

tus, Stichomitra cf. campi等を得た。これらの化石より、この泥岩層の

年代は白亜紀後期、カンパニアンの下半（約8000万年前）と推定される。

② 安芸構造線

安芸構造線は図2中に破線で示したように、宍喰町北河内から海部町櫛

川、中山北方を通り海南町浅川へと抜ける、東西性の断庖とされていた

（公文•井内、 1976; 中川ほか、 1980等）。そして牟岐町古牟岐から白亜紀

末、マーストリヒト期初期（約7300万年前）のアンモナイトGaudryceras

(Vertebrites) cf. kayei (Fmrn~:s）が報告されていた（須鎗ほか、 1967)

ことより、浅川以北の地層の年代は中生代白亜紀末期とされていた。

しかしながら今回の調査で、上記のアンモナイト産出地点の西方約250

m、牟岐町砂美の泥岩勝ち互層（アンモナイト産出地とほぼ同層準）から

Lychnocanoma spp., Buryella cf. tetradica, Dictyoprora aff. mongol-

Jieri等の新生代古第三紀（約5000万年前）の放散虫を検出した（表 1)。

従って、アンモナイトを含む団塊は海底地江りにより混ざり合ったオリス
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トリスと考えざるを得ない。

微化石の検出と並行して、岩相分布および破砕帯の追跡調査を行った。

安芸構造線の確認された主要な露頭は以下の通りである。

牟岐町中村字山田の道路沿いでは、安芸構造線は6~7mの破砕帯を伴

う、走向N70° E、北傾斜50° の断層である。海南町浅川北東4kmの国道

沿いでは、数mの破砕帯を伴う、走向N70° E、北傾斜50° の断層で、断

層の南側の泥岩勝ち互層は千枚岩化作用を受けている。海南町浅川西方55

omの丘陵上では、千枚岩化した泥岩勝ち互層中に幅数10cmの破砕帯が数

帯あり、走向N70° E、北傾斜70° である。宍喰町北河内北西500mの道路

沿いでは、幅2mの断層破砕帯があり、北側は黒色千枚岩、南側には古第
や 9ヽ せ

三紀の放散虫を産する泥岩が分布する。より西方の高知県馬路村魚梁瀬ダ

ムの西岸では、幅5mの擾乱帯があり、東西の走向で北傾斜60° の断層面

をもつ。この断層の南北両側は黒色泥岩で、北側 1km、南側3kmの間は

千枚岩化している。

以上より、安芸構造線は図2に示すように、魚梁瀬ダムより宍喰町北河

内北西、そして母川のやや北方を海部町富田南方へと延び、その後北東方

向の海南町熟田、海南町浅川北方から牟岐町へと追跡されることが明らか

となった。

室戸半島層群

本層群は安芸構造線の南側に分布し、那佐断層により南北二帯に分けら

れている。

A.北側の帯（牟岐町南部、海南町、海部町および宍喰町北部が含まれ

る）

岩相：北縁部には泥岩勝ち互層が分布しており、その南には砂岩勝ち互

層が分布している。地層は北上位で、東西性の走向で北傾斜50-70° であ

る。

北縁の泥岩勝ち互層中には凝灰岩および凝灰質泥岩が多数挟在され、海

南町浅川南方では非常に厚い（厚さ約400m)凝灰岩が観察される。また、

安芸構造線に接する部分では、泥岩勝ち互層は断層運動の影響で干枚岩化

作用を受けていることが多い。

南半の砂岩勝ち互層は厚さ 2~3mの粗粒砂岩を主とし、時に細礫を交

えることもある。海部町野江の波切不動では、波長数10cmの漣痕が砂岩

上面に観察される。この砂岩勝ち互層は西方では泥岩勝ち互層となり、両

者は指交関係を示す。

産出化石：北縁の泥岩勝ち互層からは、 Locs.2、4、5、6より放散
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虫を、 Locs.2、3、5から有孔虫を得た。また南半の砂岩勝ち互層と指

交する泥岩勝ち互層よりは、 Loe.8から放散虫を検出した（表 1、2参

照）。海部町野江の母川の河原 (Loe.7)の転石中の団塊からは、二枚貝

Eucrassatella cf. nipponensis (YoKo¥"Aヽ ぃ）を得た。

8.南側の帯（宍喰町以南）

岩相：那佐断層以南の地層は、砂岩勝ち互層を主とし、砂岩泥岩互層お

よび泥岩層を挟んでいる。

砂岩勝ち互層は厚さ 2~3mの租粒砂岩を主とし、しばしば薄い炭質物

の層を挟んでいる。また砂岩屈の上面には大規模な漣痕が見られることが

多い。泥岩層は砂混じりの粗粒の泥で炭質物を多く含む。砂岩泥岩互層中

には層内摺曲がしばしば発達する。

産出化石：宍喰町松原北方 (Loe.9)の砂岩泥岩互屑中の泥岩から放

散虫を検出した（表 l)。また宍喰町南部の阿佐東線宍喰第4トンネル中

(Loe. 10)の黒色泥岩からはCrassatellitesnov. aに同定できる二枚貝

を得た。

C.室戸半島層群より産した化石の年代

放散虫：放散虫各種のレンジ（生存期間）はFo1n::1,1,,s(1973)、ŜSド11.ll'IU

& R11•:Ili·,1. （ 1973) 、 s,WI・・ 11.11'1,, et al. (1985)に従った。各産地の放散虫のレ

ンジは、暁新世 (Paleocene)から漸新世 (Oligocene)初期に及ぶ（表1)。

放散虫産出地点の中で、レンジの明確な種が比較的多いLoe. 5 （宍喰

町北河内北西）とLoe.9（宍喰町松原北方）について検討すると、各種

のレンジが多く重複するのは始新世 (Eocene)中期である（表 1)。Loe.

6 （海部町櫛川西方）とLoe.8（宍喰町日比宇谷入口）から検出された

放散虫も上記2地点との共通種が多く、その年代は同じく始新世中期と推

定できる。

一方、 Loe.4（海南町西ノ沢）から産した放散虫群集には前記のLocs.

5、6、8、9からは得られていないBuryellatetradicaが多産する。

Loe. 2（牟岐町砂美）からもB.cf. tetradicaが産出しており、この 2

地点の地層の年代は、古第三紀ではあるが他の4地点とは少し異なる可能

性がある。ただしLocs.2、4から得られた放散虫は種数・個体数ともに

僅かであるため、詳しい年代の決定にはさらに検討を重ねる必要がある。

有孔虫の年代：確実な年代を決定できる有孔虫はほとんど得られていな

い。 Loe.2より得たGloborotalia(Tenuitella) munda morph novaは、

G. mundaと完全には一致せず、 morphnovaとした。 G.mundaは漸新

世から中新世の初期にレンジが知られている。 Loe.3（海南町浅川南方）
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表2 有孔虫リスト

ヮ1 3
 
5
 

Locality 

Specific name 
砂
美

浅
川
南

北
河
内

公文•井内 (1976) は安芸構造線と那佐断層の間の地層を始新統とし、

那佐断層以南の地層を漸新統とした。しかし、今回の調査で検出した化石

から、那佐断層を挟んだ両側の地層はほぼ同年代、始新世中期であること

が明らかとなった。

Benthic Forms 

ん可od“tausspp. 
加諏,sphaeroiみna?sp. 
叩 brostomoides?sp. 
Cyolanunina inoisa (STACHE) 
Gtomospira BP・ _ 
G.? sp. 
Raehakina? sp. 
Sigmoi Zina sp. 
S.? spp. 
Si. itops1,8? sャ・
Spirolooammina sp. 
S.? sp. 
Te:x:tuZ.匹 ia'lsp. 
叶oohammina?spp. 
Gen. et spp. indet. 

Planktic Form 

Globolotalia (Tenuitella) munda JENKINS morph nova 

x
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今回の調査により次のようなことが明らかになった。

1)牟岐町古牟岐周辺の海岸沿いに分布する泥岩勝ち互層はアンモナイ

トGaudrycerascf. kayeiの産出に基づいて、白亜系マーストリヒト階下

部（約7300万年前）と考えられてきたが、牟岐町砂美 (Loe. 2)からの

古第三紀（約5000万年前）の放散虫および有孔虫の発見により、アンモナ

イトは海底地辻りにより混ざり合ったオリストリスと考えざるを得ない。

2)古第三紀の放散虫の検出と、岩相および破砕帯の追跡調査から、宍

喰町北河内、海部町櫛川を通り浅川へと抜ける、とされていた安芸構造線

が、海部町富田南方より北東方向に、牟岐町へと延長される（図2)こと

が判明した。

3)安芸構造線の南側（四万十累帯南帯）のLocs.2 -10の地層から放

散虫、有孔虫、二枚貝を得た。これらの化石から、調査地域の室戸半島層

群の年代は古第三紀、おそらく始新世中期（約5000万年前）と推定される。

から産出したCyclamminaincisaのレンジは始新世後期から中新世の最初

期である。他の検出した属とも併せて、有孔虫から推定できる年代は古第

三紀である。

二枚貝の年代： Loe.7（海部町野江）の二枚貝は母川の河原の転石よ

り採集したものであるが、周辺に分布する地層の状態から室戸半島層群の

泥岩層に由来したと推定される。同個体はEucrassatellacf. nipponensis 

(Y(1k(）Y^‘’^) に同定された。この種は九州の三池炭田の膳立層•四ツ山層

および天草炭田の一町田層から知られており、これらの地層の年代より中

部始新統の上部？を示すと考えられている。

Loe. 10（宍喰町阿佐東線宍喰第4トンネル）から産出したものは

Crassatellites nov. aに同定された。この種は天草下島の教良木層より

波多江 (1960)が報告したもので、中部始新統より産したものである。

以上、放散虫・有孔虫・ニ枚貝の化石から、安芸構造線以南の地層の年

代は古第三紀、おそらく始新世中期（約5000万年前）であろうと推定され

る。
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図版I

スケールは100μ。A:1、3、7、9; B: 2、4、5、6、8、10。Loe.

6 （海部町櫛川）より産出した放散虫。

1 : Calocycloma ampulla (E1111EsuE11c). 

2 : Calocyclas hispida (Emu~ヽ IIMu: ）．

3 : Podocyrtis (Lampterium) sp. 

4 : Lychnocanoma sp. 

5 : Lychnocanoma sp. C. 

6 : Dictyoprora mongolfieri (E11m:sm:m:). 

7 : Thyrsocyrtis (Pentalacorys) cf. triacantha E111n:surnc:. 

8 : Sethochytris triconiscus H/I即kt：1..

9 : Gen et sp. indet. 

10 : Gen et sp. indet. 

図版1I

スケールは100μ。A:1、2、5、8、9、10、11、12;B : 4、 6、 7; 

C: 3。Loe.2（牟岐町砂美）、 Loe.4（海南町西ノ沢）、 Loe. 5 （宍喰町

北河内北西）より産出した放散虫。

1 : Lychnocanoma sp. A. Loe. 2. 

2 : Amphiptemis sp. cf. ? Stichomitra alamedaensis (C、‘‘"’IIt:I,1.＆ 

C1./¥11K). Loe. 2. 

3 : Dictyoprora aff. mongolfieri (E111u-:s11じ111:).Loe. 2. 

4 : Buryella cf. tetradica Fom:~1/\s. Loe. 2. 

5 : Comutella sp. Loe. 2. 

6, 7 : Buryella tetradica F、)11t:M,,s.Loe. 4. 

8 : RhoDal opalocanium ornatum E,m訟11t:uc:.Loe. 5. 

9 : Calocyclas turris E11m:s11rnc:. Loe. 5. 

10 : Calocyclas hispida (Em廿；s11.:1≪:).Loe. 5. 

11 : Sethochytris triconiscus H,,t:c:Kt:1.. Loe. 5. 

12: Eusyringium fistuligerum E111tEs11rnc:. Loe. 5. 
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図版m
スケールは100μ。A:6 ; B: 1、2、3、5、10、11;C : 4、 7、 8、

9。Loe.5（宍喰町北河内北西）、 Loe.8-（宍喰町日比宇谷入口）、 Loe. 9 

（宍喰町松原北方）より産出した放散虫。
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1 : Lychnocanoma sp. C. Loe. 5. 

2 : Thyrsocyrtis (Thyrsocyrtis) rhizodon E1111►:snrn<:. Loe. 5. 
3 : Thyrsocyrtis (Pentalacorys) triacantha E,mi-:snt:1≪:. Loe. 5. 

4 : Phormocyrtis striata striata B11,¥.._,,,._ Loe. 5. 

5 : Calocycloma ampulla (E111むs,mm).Loe. 5. 

6 : Podocyrtis (Lampterium) mitra (E1111►:s11m<:). Loe. 5. 

7 : Lithomitra sp. B. Loe. 5. 

8 : Dictyoprora mongolfieri (E1111►:s11mc:). Loe. 5. 

9 : Dictyoprora pirum (E111u:s11i-:mJ. Loe. 8. 

10: Phormocyrtis turgida (K四 1i-:ss1Kov).Loe. 9. 

11 : Theocotyle nigriniae R1i-:m:1. & SAs~·n.ll'm. Loe. 9. 

図版1V

1, 2 : Loe. 10（宍喰町阿佐東線宍喰第4トンネル）より産出した二枚貝。

3 -5 : Loe. 7（海部町野江）より産出した二枚貝。

1, 2 : Crassatellites nov. a of HATM: (1960) 

3 -5 : Eucrassatella cf. nipponensis (Yn1<ov,,11,1,,) 
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図版I
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図版II 図版1lI
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図版W

2b 
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